
  

                      まだまだ暑い日が続きます。 

                     栄養と睡眠を十分取り、健康に留意してお過ごしください。 

                             

                            

                                  

  

  

                            

  

  

  

  

  

      

  

  

  

  

  

                                    

                          

  

  

  

                                                                                                                                                  

                 

 

 

  入会説明会               

8 月 23 日（月）         

9 月 21 日（火）・10 月 18 日（月）     

北勢福祉センター２階会議室において    

いずれも 午後１時３０分からです。   

 お友達の紹介をお願いします。  

                                                                                                                                                                                                                                                         

今月は 事務局だより 8 月号 

安全就業ニュース 福祉班研修会の案内 

互助会から 親睦旅行・シルバーの日・ﾕﾆｶｰﾙの案内 

配分金明細書（7 月就業者のみ）を送付しました。 

☆独自事業班から 

昨年まで栽培・販売してきましたパンジー・葉牡

丹の苗ですが、諸般の事情で今年度から中止す

ることとなりました。 今までご購入いただきました

方、ご協力に感謝いたします。 なお今年も購入

を予定されていた方々には、大変ご迷惑をお掛け

いたしますが、ご理解をお願いします。 

独自事業担当理事：杉本 祐造 

☆襖・障子班から 

襖・障子班は、紙代等の値上がりにも耐え価格

を維持してきましたが、この度８月１日受注分から

『引取・納品（往復）代として１回１，０００円』を利用

者の皆様にご負担いただくことになりましたのでご

了承ください。 襖・障子の価格表はホームペー

ジにも掲載しております。 

襖・障子班担当理事：川瀬 典男 

☆バス事業から 

今年度から始まりましたバス事業ですが、スクー

ルバス路線の増加や定年制の関係で続けてドライ

バーの募集をしています。  

 資格・免許 就業時間 休日（原則） 

福祉バス 大型免許 5～7 時間 日・祝 

ｽｸｰﾙﾊﾞｽ 中型免許 5 時間程 土・日・祝 

  60 歳～68 歳の方を募集しています。 

バス事業担当理事：東松 五十生 

いいななべべ市市シシルルババーー  

事事務務局局だだよよりり  
平成 22年 8月号 

 

 

 

 

職群班からの連絡 

甲子園へ いなべ総合学園初出場！ 

皆さんご存知と思いますが、第 92 回全国高

校野球選手権大会の三重県代表に、いなべ総

合学園が決まりました。 日頃の厳しい練習に

耐え身に付けた実力をみごと本番で発揮し、県

下 66 校の頂点となって全国大会へデビューで

す。 

初戦は 4 日目の 8 月 10 日（火）第 2 試合福

井県の県立福井商業戦。 50 台のバスで応援

団が駆けつけるそうです。 いなべ市民の期待

を背負い、“まず一勝” を。 そして “頂点” 

を目指し頑張ってもらいたいですね。 

結果を出すため努力してきた選手達と それ

を見守りサポートしてこられた親御さんや関係

者の方々に敬意を表し、勝ち進むことを願い応

援したいと思います。（8 月 5 日） 

４月～７月の報告 

平成22年度も4ヶ月が経過。 厳しい景気の

中いなべ市シルバーは昨年実績に対し 16％増

と良好に推移しています。 長雨や猛暑にも関

わらず、発注者や事務局からの依頼に快くお

答えくださった結果生み出された数字だと思い

ます。 

  “事故ゼロ” で終われた 7 月。 今後も安全

第一で進めたいものです。 


